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大
砂
土
竃
地
瓦
も

　
　
華
や
か
に
敬
老
会
　
　
＼

　
　
　
　
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
‥

　
九
月
十
五
日
（
敬
老
の
日
）
は
生

憎
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
大
砂
土

束
地
区
で
の
敬
老
会
対
象
招
待
者

は
三
、
七
六
〇
名
、
内
百
歳
以
上
は

八
名
（
男
五
名
・
女
三
名
）
で
、
最

高
齢
者
百
一
歳
が
四
名
も
お
ら
れ

ま
し
た
。
’

　
大
和
田
地
区
敬
老
会
（
五
自
治
会
）

招
待
者
一
、
四
五
六
名
（
百
歳
以
上

二
名
）
で
、
広
い
大
宮
商
高
体
育

館
も
熱
気
で
む
ん
む
ん
で
す
。

　
十
一
時
か
ら
の
式
典
は
、
見
沼

区
長
他
来
賓
の
挨
拶
、
地
元
有
志

に
よ
る
演
芸
と
進
み
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
大
和
田
幼
稚
園
一
同
に

よ
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
ま
た
、
招
待
者
へ
は
無

料
記
念
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
撮

っ
た
写
真
を
お
土
産
と
一
緒
に
お

持
ち
頂
き
ま
し
た
。

　
堀
崎
町
自
治
会
で
は
「
堀
崎
町

敬
老
の
集
い
」
が
自
治
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
見
沼
区

長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
出
席
の
中

敬
老
者
へ
の
記
念
品
贈
呈
が
あ
り

演
芸
で
は
子
供
舞
踏
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

コ
ー
ラ
ス
な
ど
町
内
有
志
団
体
に

よ
り
披
露
さ
れ
、
会
場
に
出
席
し

て
い
た
約
コ
ニ
○
名
の
招
待
者
に

喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
島
町
自
治
会
の
自
治
会
館
に
は

開
演
前
か
ら
多
く
の
方
が
見
え
ら

れ
用
意
し
た
席
で
は
た
り
ず
補
充

し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
長
唄
・

舞
踏
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
が
あ

り
可
愛
い
子
供
さ
ん
ら
の
出
演
で

は
会
場
が
微
笑
ま
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
東
大
吉
見
沼
地
区
自
治
会
連
絡

協
議
会
（
七
自
治
会
）
は
敬
老
対
象

者
六
六
四
名
の
方
を
お
招
き
し
て

東
大
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
自
治

会
の
子
供
た
ち
が
会
場
ま
で
ご
案

内
し
、
微
笑
ま
し
い
光
景
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
来

賓
の
挨
拶
、
お
祝
い
の
品
の
贈
呈

に
続
き
、
招
待
者
代
表
の
謝
辞
と

続
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
子

供
た
ち
が
色
鮮
や
か
な
衣
装
で
花

笠
音
頭
を
披
露
、
ま
た
栄
束
中
学
・

高
等
学
校
の
コ
圭
フ
ス
部
（
五
〇
名
）

の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
「
ふ
る
さ
と
」

な
ど
全
ハ
曲
の
す
ば
ら
し
い
歌
声

が
場
内
を
包
み
込
み
ま
し
た
。
お

見
送
り
に
は
コ
ー
ラ
ス
部
の
方
々

が
華
を
添
え
て
下
さ
り
、
埼
玉
テ

レ
ビ
も
取
材
に
き
て
お
り
、
盛
況

に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
東
大
宮
五
丁
目
自
治
会
で
は
、

招
待
者
の
ハ
割
が
元
気
に
参
加
さ

れ
盛
大
に
開
催
出
来
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
々
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
に
大
変
嬉
し
く
感
動
し
、
話

も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
東
大
宮
自
治
会
は
三
三
八
名
の

敬
老
会
招
待
者
が
お
り
、
自
治
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
十

時
か
ら
会
長
、
見
沼
副
区
長
の
挨

拶
と
続
き
、
演
芸
は
プ
ロ
歌
手
、

ア
コ
ー
デ
オ
ン
の
演
奏
、
地
元
有

志
に
よ
る
演
芸
と
進
み
、
関
係
者

の
手
作
り
の
お
は
ぎ
を
食
べ
て
頂

き
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
東
大
宮
七
丁
目
自
治
会
は
自
治

会
館
に
敬
老
会
招
待
者
二
九
名
が

集
ま
り
、
会
長
の
祝
辞
、
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
お
楽
し
み
会
で

は
大
正
琴
に
よ
る
演
奏
・
健
唱
会

さ
ん
と
の
合
唱
が
お
こ
な
わ
れ
、

楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
、
散
会
し

ま
し
た
。

堀崎町自治会

大和田自治会

爺
聾
は

我
ら
の
街
の
　
宝
も
の

皆
な
で
助
け

元
気
な
街
を

乖
飛
に
つ
づ
く

子
供
ら
に

希
望
が
も
て
る

世
の
中
を

束大宮見沼地区自治会連絡協議会

東大宮５丁目自治会東大宮７丁目自治会

東大宮自治会
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　　　　　　地区社協ってな・あ・に？

事務所には地域福祉コーディネーターがいます。

地域福祉コーディネーターはさいたま市社会福祉協議会の職員

ですが、地域福祉を推進するため地域へ派遣されています。

大砂土東地区社会福祉協議会には会長ほか86名の委員がいます

が全員がボランティアです。

‥活動財源は

　　　●　さいたま市社会福祉協議会　の補助金

　　　●　赤い羽根共同募金の補助金

　　　●　歳末助け合い募金の配分　などとなります。

‥活動事業内容は

　　＊ﾜO歳以上の単身高齢者を対象にしたふれあい会食サービス事業

　　＊高齢者サロンの開催　＊福祉講座の開催

　　＊世代間交流事業　＊子育てサロン　＊車椅子貸出事業

　　＊広報紙発行　＊募金活動

　　＊敬老会福祉週間事業　などです。

見
習
歌
と
踊
り
と
太
鼓
の

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
几

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
る

　
去
る
八
月
十
日
（
日
）
七
里
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

見
沼
歌
と
踊
り
と
太
鼓
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
主
催
で
、

各
地
区
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好
会
の

十
八
団
体
、
総
勢
三
七
〇
名
の
参

加
を
頂
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

色
々
な
衣
装
で
の
踊
り
で
、
見
学

の
皆
さ
ん
も
大
変
満
足
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
で
、
準
備

の
段
階
で
何
か
社
会
に
還
元
出
来

る
事
は
な
い
か
と
の
発
案
で
、
募

金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
大
勢
の
皆
さ
ん
、
見
学
の
皆
さ

ん
の
心
暖
ま
る
お
気
持
ち
が
募
金

に
表
れ
、
今
回
の
寄
付
と
な
り
ま

し
た
。
区
役
所
多
目
的
室
に
て
、

九
月
二
十
六
日
に
大
砂
土
束
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
実
行
委

員
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

見
場
度
の
ア
ニ
つ
・
カ
ー
ル
ー
ト
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織
本
　
重
道

　
大
和
田
公
園
通
り
は
か
つ
て
岩

槻
道
と
呼
ば
れ
、
岩
槻
と
大
宮
を

結
ぶ
主
要
道
路
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
道
が
い
つ
で
き
た
か
定
か

で
は
な
い
が
、
中
世
後
期
に
は
貫

通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
年
）

の
見
沼
溜
井
造
成
に
よ
り
、
大
和

田
寿
能
間
が
水
没
し
て
し
ま
っ
た
。

約
一
〇
〇
年
後
の
享
保
一
二
年
（
一

七
二
七
年
）
か
ら
の
見
沼
新
田
開

発
に
よ
り
、
最
初
は
作
場
道
と
し
て
、

や
が
て
道
路
と
し
て
復
興
さ
れ
た
。

　
こ
の
道
は
芝
川
を
越
え
る
。
そ

の
右
岸
土
手
下
に
二
基
の
石
橋
供

養
塔
が
建
っ
て
い
る
。
石
橋
供
養

塔
と
は
新
設
し
た
石
橋
が
長
持
ち
し
、

通
行
人
が
安
全
で
あ
る
よ
う
祈
願

し
た
竣
工
記
念
碑
で
あ
る
。

　
一
基
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
年
）

七
月
建
立
で
、
願
主
は
土
呂
村
了

圓
ら
、
世
話
人
は
同
村
小
暗
平
兵

衛
と
松
永
孫
三
郎
、
助
成
村
と
し

て
大
和
田
村
、
砂
村
、
堀
寄
村
等

一
四
ケ
村
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
下
部
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
ら
れ
、
一
部
判
読
不
能
で
あ
る
。

　
も
う
一
基
は
七
五
年
後
の
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
年
）
四
月
の
建

立
で
、
世
話
人
と
し
て
土
呂
村
一

〇
人
と
共
に
大
和
田
村
の
戸
山
ハ

右
ヱ
門
ら
六
名
の
名
が
あ
り
、
暗
村
、

堀
峰
村
、
砂
村
な
ど
四
〇
数
ケ
村

の
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
道
が
見
沼
低
地
を
越
え
て

東
西
の
村
々
を
結
ぶ
主
要
道
路
で

あ
り
、
特
に
岩
槻
１
大
宮
１
与
野

間
の
産
業
道
路
と
し
て
大
き
な
役

割
り
を
果
た
し
て
お
り
、
堅
固
な

石
橋
が
求
め
ら
れ
た
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

振
込
詐
欺
防
止
の

　
　
　
　
勉
強
会
・
開
催

　
去
る
七
月
二
十
九
日
に
大
砂
土

東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で
、

初
め
て
の
試
み
で
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
親
睦
を
計
る
目
的
で
堀
崎
町

自
治
会
館
に
於
い
て
、
署
い
中
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
宮
東
警
察
署
の
「
ひ

ま
わ
り
」
防
犯
班
の
婦
警
二
名
の

名
演
技
で
、
楽
し
く
勉
強
出
来
ま

し
た
。
空
巣
の
被
害
に
遭
わ
な
い

事
は
、
隣
近
所
の
お
付
き
合
い
が

大
切
で
、
見
慣
れ
な
い
人
を
見
た

ら
遠
慮
な
く
声
を
掛
け
る
事
が
大

切
と
の
事
で
し
た
。

　
悪
質
訪
問
販
売
の
時
は
、
玄
関

を
簡
単
に
開
け
ず
対
応
す
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
で
も
帰
ら
な
い
時
は

大
き
な
声
で
警
察
に
連
絡
を
す
る

様
に
家
族
に
合
図
を
す
る
事
。

　
ひ
っ
た
く
り
防
止
は
、

　
一
、
カ
バ
ン
等
は
車
道
の
反
対

　
　
側
に
し
っ
か
り
持
っ
て
歩
く
。

　
二
、
貴
重
品
は
身
に
付
け
る
。

　
　
例
え
ば
、
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ

　
　
等
で
。

　
三
、
自
転
車
の
前
栽
に
は
覆
い

　
　
を
付
け
る
。

　
四
、
明
る
く
人
通
り
の
多
い
道

　
　
を
選
ん
で
歩
く
事
が
大
切
と

　
　
の
事
で
し
た
。

　
最
後
に
「
振
込
詐
欺
」
に
つ
い

て
の
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。
必
ず

犯
人
は
時
間
設
定
を
区
切
り
、
家

族
の
皆
さ
ん
の
焦
り
を
誘
い
ま
す
。

又
、
最
近
は
「
還
付
金
」
名
目
の

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
公
共

機
関
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作

等
の
依
頼
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
お
か
し
な
電
話
が
入
っ

た
ら
、
落
ち
着
い
て
他
の
人
の
意

見
を
間
く
こ
と
が
改
め
て
大
切
で
す
。

　
最
後
に
、
暑
い
申
大
勢
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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ビ
ル
風
防
な
ぜ
強
い
？

自
転
車
を
走
ら
せ
て
い
て
、
突
然
前
に
人

●●

が
飛
び
出
し
た
ら
、
そ
れ
を
よ
け
る
の
は
大
●

変
で
す
。
「
慣
性
の
法
則
」
の
た
め
に
、
急
・

に
速
度
を
落
と
し
た
り
ハ
ン
ド
ル
で
横
に
避

け
る
の
が
難
し
い
か
ら
で
す
。

　
風
（
空
気
）
だ
っ
て
同
じ
で
す
。
空
気
が
横
一
列
に
な
っ

て
進
ん
で
い
る
と
き
に
突
然
大
き
な
ビ
ル
が
現
れ
る
と
、
ビ

ル
に
ぶ
つ
か
っ
た
空
気
は
ビ
ル
を
避
け
る
よ
う
に
横
に
動
き

ま
す
が
、
そ
の
隣
の
空
気
は
、
押
さ
れ
て
も
急
に
横
に
動
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ビ
ル
の
角
（
脇
）
で
は
押
し
合
い

へ
し
合
い
す
る
沢
山
の
空
気
が
狭
い
面
積
を
通
り
過
ぎ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
沢
山
の
空
気
が
通
れ
ば
そ
の
分
空
気
の
速

さ
、
つ
ま
り
風
速
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
角
が
丸
ま
っ
て
い
る
と
か
角
張
っ
て
い
る
と
言
っ
た
ビ
ル

の
形
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ビ
ル
の
す
ぐ
脇
で
の
風
速
は
何
も

邪
魔
物
が
な
い
と
き
に
比
べ
、
最
大
で
約
三
倍
ぐ
ら
い
に
大

き
く
な
り
ま
す
。
遠
方
で
の
風
速
五
メ
ー
ト
ル
な
ら
ビ
ル
の
　
・

す
ぐ
脇
で
は
十
五
メ
ー
ト
ル
と
、
台
風
並
み
に
な
る
こ
と
も
Ｉ

あ
る
わ
け
で
す
。

　
ビ
ル
の
後
方
で
は
、
逆
に
空
気
が
戻
り
切
れ
ず
、
複
雑
に

渦
巻
き
な
が
ら
空
気
が
淀
む
状
態
に
な
り
ま
す
。

●
●
・

　
赤
い
羽
根

　
　
駅
前
街
頭
募
金
活
動

　
去
る
十
月
一
日
、
午
前
八
時
か

ら
大
和
田
駅
前
・
東
大
宮
駅
東
西

口
と
地
区
社
協
前
で
実
施
。
募
金

額
は
三
一
、

五
三
一
円
集

ま
り
ま
し
た

　
ご
支
援
ご

協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。

　
／
”

○
次
の
方
か
ら
、

　
だ
き
ま
し
た
。

・
七
月
十
五
日

・
一
●
●

●●●

ご
寄
付
を
い
た

　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
〇
〇
〇
円

　
　
ア
タ
ッ
ク
ダ
ン
ス
様
よ
り

・
九
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
二
五
、
二
〇
〇
円

　
　
見
沼
歌
と
踊
り
と
太
鼓
の

　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
実
行
委
員
会
様
よ
り

　
φ
・
雫
一
策
嬢
紀
　
琴
◆

　
元
気
に
働
く
、
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
、

話
す
、
そ
う
し
て
第
二
次
地
域
福

祉
行
動
計
画
（
平
成
二
十
年
度
か

ら
五
ケ
年
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
計
画
の
活
動
状
況
を
、

年
三
回
発
行
の
「
え
が
お
」
で
逐
一

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
意
見
等
あ
れ
ば
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
一
同
）

◇
問
合
せ
◇

　
大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
電
話
　
六
八
七
一
七
九
三
五




